
総務文教委員会記録 

[第１日目]  

１ 日 時        令和３年１２月１日（水曜日） 

開   会      午前１０時２２分  

         散  会      午前１０時３４分 

２ 場 所        第 １ 委 員 会 室 

３ 出席委員   １０人 

        委 員 長    髙 田 真 里 

          副委員長    松 井 邦 人

委 員    織 田 伸 一

〃    田 辺 裕 三

〃    髙 道 秋 彦

〃     大 島   満

〃 村 石   篤

 〃 佐 藤 則 寿

 〃     高 田 重 信

 〃     赤 星 ゆかり

４ 欠席委員   ０人 



５　 説明のために出席した者

【企画管理部】

部長 前田　一士

理事（企画管理部次長（行政改革・公共施設再編・人事管理担当）） 渡辺　康裕

部次長 森　　俊彦

参事（職員課長） 鎌田　泰史

企画調整課主幹（調整担当） 岸　　聡之

６　 職務のために出席した者

【議会事務局】

議事調査課議事係長 酒井　優

議事調査課主事 江部　なな恵

議事調査課会計年度任用職員 佐伯　瞳
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７  会議の概要  

委員長    ただいまから、令和３年１２月定例会の総務

文教委員会を開会いたします。  

審査に先立ち、委員会記録の署名委員に、田

辺委員、大島委員を指名いたします。なお、

ただいま指名いたしました署名委員が欠席の

場合は、当日出席の年長委員にお願いいたし

ます。  

当委員会に付託されました先議分の議案の審

査については、お手元に配付してあります、

委員会審査順序のとおり行う予定であります。

なお、質疑については、議案に直接関係ある

ものだけにお願いいたします。  

また、委員及び当局の皆さんに申し上げます

が、質疑・答弁及び説明については、簡潔・

明瞭に行っていただきますようお願いいたし

ます。  

なお、マスクで声が聞き取りにくいことから、

発言する際は、はっきりと大きな声でお願い

いたします。  

これより、企画管理部所管分の議案の審査を

行います。  

議案第２０３号  令和３年１２月の期末手当

に関する条例制定の件、  

報告第５３号  専決処分について承認を求め
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る件（令和３年１２月の期末手当の特例に関

する条例制定の件）、  

以上２件を一括して議題といたします。  

これより、当局の説明を求めます。  

企画管理部長 〔挨拶〕  

職員課長   〔議案書及び議案概要書により説明〕  

委員長    これより、質疑に入ります。  

質疑はありませんか。  

村石委員   今ほどの説明について、賛成であるというこ

とを最初に言いまして―ただ、説明の中では、

国の人事院勧告と県の人事委員会勧告の尊重、

そして経済的な面、あるいは官民格差という

ことで、本年１２月の期末手当から削減する

というお話でした。一方で、国のように来年

の６月の期末手当で削減した場合には、デメ

リットがあると言われています。そういうデ

メリットも考慮されたのかどうか、伺います。  

職員課長   デメリットといたしましては、来年６月の適

用となりますと、本来、今年度中に条例改正

すべきものが来年度に回されるということで、

今年度末までに退職された職員については引
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下げがなされないということが考えられます。

細かい金額は出ていないのですが、本来、

我々公務員の給与は当年の民間の給与水準を

勘案して決定すべしということになっており

ますことから、影響を受けない職員が出ると

いうことにつきましては、デメリットではな

いかと考えております。  

村石委員   もう一つ、これは昇給時期によっても違うか

もしれませんけれども―４月昇給ということ

になると、１２月の時点で同じ月数を削減し

ても、昇給後の６月の期末手当で削減する場

合、削減額が増えるということもデメリット

の一つではないかと考えるのですが、そうい

うことは富山市では起きないのでしょうか。  

職員課長   昇給につきましては、例年１月が職員の昇給

時期になっております。  

仮に昇給後の給与に対して減額率を掛けると

いうことになりますと、今引き下げるよりも

引下げ額が大きくなる可能性はあるのですが、

今回の政府の閣僚会議のコメントの中には、

令和３年度の引下げに相当する額については

来年の６月に引き下げるという表現になって

おりました。どのような額に引き下げられる

のか、基礎計算の詳細が示されておりません
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ので分かりませんが、必ずしも給与改定後の

引下げ額になるのかは現段階では分からない

という状況でございます。  

委員長    ほかにないようですので、これをもって議案

の質疑を終結いたします。  

これより、議案第２０３号、報告第５３号、

以上２件を一括して討論に入ります。  

討論はありませんか。  

〔「なし」と呼ぶ者あり〕  

委員長    討論なしと認めます。  

以上で、企画管理部所管分の先議分の議案の

審査を終了いたします。  

これで、当委員会に付託されました先議分の

議案の審査は終了いたしました。  

委員各位に御相談申し上げます。本日、審査

いたしました議案については、この後、再開

後の本会議で委員長報告を行います。  

その内容については、正・副委員長に御一任

願いたいと思いますが、いかがでしょうか。  

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕  

委員長    それでは、そのように取り計らいます。  
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次回は、１２月１６日（木曜日）に委員会を

開き、議会事務局、監査委員事務局、選挙管

理委員会事務局、企画管理部、教育委員会、

財務部・出納課所管分の議案の審査等を行い

ます。  

本日は、これをもって散会いたします。  


